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論 文 内 容 の 要 旨  

ヘ ッ ド ト リ ー ト メ ン ト は ， リ ラ ク セ ー シ ョ ン 効 果 ， リ フ レ ッ シ ュ 効 果 が 高 い 技 法 と し て イ ン ド で 伝

統 的 に 受 け 継 が れ て き た 技 術 で あ る 。 し か し こ の 技 術 を 用 い た 研 究 は ほ と ん ど な さ れ て い な い 。 著 者

ら は ヘ ッ ド ト リ ー ト メ ン ト が 心 身 に ど の よ う な 影 響 を 及 ぼ す か を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し て 研

究 を 行 っ た 。  

対 象 者 は ，健 康 な 女 性 ，2 4 名（ 平 均 年 齢 2 1 . 2 ± 0 . 5 9 歳 ）で ，ヘ ッ ド ト リ ー ト メ ン ト を 行 う 介 入 群 と ，

安 静 臥 床 を 保 つ 統 制 群 を 同 一 対 象 者 に １ 週 間 以 上 の 間 隔 を あ け て 行 っ た 。 生 理 学 的 指 標 と し て ， 血 圧

（ 収 縮 期 血 圧 ， 拡 張 期 血 圧 ）， 心 拍 変 動 指 標 （ H F ， L F / H F ） を 測 定 し た 。 心 理 学 的 指 標 と し て ， ｢活 動

的 快 ｣，「 抑 う つ 」，｢倦 怠 ｣の ３ 項 目 に つ い て VA S 法 を 用 い て 測 定 し た 。「 活 動 的 快 」は ，「 さ わ や か（ 気

分 が 晴 れ 晴 れ と し て 快 い さ ま ， さ っ ぱ り と し て 気 持 ち が 良 い さ ま ），「 抑 う つ 」 は ，「 気 が か り （ ど う

な る か と 不 安 で ， 心 か ら 離 れ な い こ と 。 ま た ， そ の さ ま ）」，「 倦 怠 」 は ，「 疲 れ た （ 体 力 や 気 力 を 消 耗

し て そ の 働 き が 衰 え る ）」 と い っ た 感 情 か ら 構 成 さ れ る 。「 不 安 」 は 日 本 語 版 新 版 S T A I を 用 い て 回 答

者 が ｢今 ま さ に ， ど の よ う に 感 じ て い る か ｣を 査 定 す る 「 状 態 不 安 」 を 測 定 し た 。  

2 4 名 を 分 析 の 対 象 と し ， H F ， L F / H F は ， 解 析 可 能 で あ っ た 2 3 名 を 分 析 の 対 象 と し た 。 生 理 学 的

指 標 に つ い て は ， 群 内 比 較 は F r i e d m a n の 検 定 を 行 い ， 有 意 差 が 認 め ら れ た 測 定 項 目 に つ い て は

W i l c o x o n の 符 号 付 き 順 位 和 検 定 で 多 重 比 較 を 行 い ， B o n f e r r o n i の 不 等 式 に よ る 補 正 を お こ な っ た 。

２ 群 間 の 比 較 は ， 変 化 量 １ ＝ (介 入 直 後 － 介 入 前 )， 変 化 量 ２ ＝ (介 入 1 5 分 後 － 介 入 前 )， 変 化 量 ３ (介

入 1 5 分 後 － 介 入 直 後 ) を 求 め ， W i l c o x o n の 符 号 付 順 位 検 定 を 行 っ た 。心 理 学 的 指 標 に つ い て は ，群 内

比 較 は ， W i l c o x o n の 符 号 付 き 順 位 和 検 定 を 行 っ た 。 ２ 群 間 の 比 較 は ， 変 化 量 ２ を 求 め ， W i l c o x o n の

符 号 付 順 位 検 定 を 行 っ た 。 有 意 水 準 は ５ ％ 以 下 と し た 。  

２ 群 間 の 比 較 で は ， 生 理 学 的 指 標 と し て 用 い た H F の 変 化 量 １ に 介 入 群 の 有 意 な 上 昇 が 認 め ら れ た

( z ＝ - 2 . 9 8 1 ， p ＜ . 0 1 ) 。 ま た ， 拡 張 期 血 圧 の 変 化 量 ３ に 介 入 群 の 有 意 な 上 昇 が 認 め ら れ た ( z ＝ - 2 . 1 0 4 ，

p ＜ . 0 5 ) 。 心 理 学 的 指 標 で は ，「 活 動 的 快 」 の 変 化 量 ２ に 介 入 群 の 有 意 な 増 加 が ( z ＝ - 2 . 9 5 9 ， p ＜ . 0 1 ) ，

認 め ら れ た 。 ま た ，「 状 態 不 安 」 の 変 化 量 ２ に 有 意 な 減 少 が 認 め ら れ た ( z＝ - 2 . 6 3 6 ， p＜ . 0 1 )。  

群 内 の 比 較 で は ，H F の 介 入 群 の 介 入 前・介 入 直 後・介 入 1 5 分 後 の 値 に 違 い が 認 め ら れ（ p  <  0 . 0 1 ），

介 入 直 後 に 増 加 し ， 介 入 1 5 分 後 は ほ ぼ 横 ば い と な る 傾 向 で あ っ た 。 ま た 「 活 動 的 快 」 は 両 群 と も に

有 意 に 増 加 し (介 入 群： z＝ - 4 . 0 0 1，p＜ . 0 1，統 制 群 z＝ - 2 . 2 6 7，p＜ . 0 5 )，「 抑 う つ 」（介 入 群： z ＝ - 3 . 5 0 8，

p＜ . 0 1 ， 統 制 群 ： z＝ - 2 . 9 3 9， p＜ . 0 1 ) ，「 倦 怠 」 ( 介 入 群 ： z ＝ - 3 . 1 1 1 ， p ＜ . 0 1， 統 制 群 ： z ＝ - 2 . 0 1 6 ， p

＜ . 0 5 )，「 S T A I 状 態 不 安 」 (介 入 群 ： z＝ - 3 . 8 0 3， p＜ . 0 1， 統 制 群 ： z ＝ - 2 . 9 7 6， p＜ . 0 1 )は 両 群 と も に 有

意 に 減 少 し た 。  

本 研 究 で ，安 静 臥 床 の み の 場 合 と 比 較 し て ヘ ッ ド ト リ ー ト メ ン ト 直 後 の H F の 値 は 高 く な っ て お り ，

ヘ ッ ド ト リ ー ト メ ン ト 直 後 は ， 副 交 感 神 経 活 動 が 亢 進 し た 状 態 で あ っ た と 推 測 で き る 。 自 律 神 経 系 の

役 割 は ， 内 臓 機 能 の 調 節 に よ る 生 体 内 恒 常 性 を 保 つ こ と で あ り ， 基 本 的 に は 二 重 神 経 支 配 ， 拮 抗 神 経

支 配 で あ る 。 拡 張 期 血 圧 の 変 化 か ら は ， ヘ ッ ド ト リ ー ト メ ン ト に よ り 一 旦 優 位 に な っ た 副 交 感 神 経 活

動 が ， 介 入 終 了 に よ り 徐 々 に 緩 和 さ れ る こ と が 示 さ れ た と 考 え ら れ る 。 介 入 群 で は 抑 う つ や 倦 怠 が 減

少 し た こ と に 加 え て ， さ わ や か と い う 感 情 が 増 し ， 不 安 が 軽 減 し て お り ， ヘ ッ ド ト リ ー ト メ ン ト に よ

っ て 副 交 感 神 経 活 動 が 亢 進 し た こ と が 精 神 的 な リ ラ ッ ク ス ，リ フ レ ッ シ ュ を も た ら し た と 推 測 で き る 。 

こ れ ら の こ と か ら ， 健 康 な 女 子 学 生 2 4 名 を 対 象 に ， ヘ ッ ド ト リ ー ト メ ン ト が 心 身 に 与 え る 影 響 を

検 証 し た 結 果 ， 以 下 の こ と が 明 ら か に な っ た 。  

１ ． ヘ ッ ド ト リ ー ト メ ン ト を 行 う と 直 後 に は 副 交 感 神 経 活 動 が 亢 進 し ， そ の 後 い っ た ん 亢 進 し た 副 交

感 神 経 活 動 が 緩 和 す る 傾 向 が あ る こ と が 示 唆 さ れ た が ， 循 環 動 態 に 大 き な 変 化 は 与 え な か っ た 。  

２ ． ヘ ッ ド ト リ ー ト メ ン ト を 行 う こ と に よ り ， 抑 う つ や 倦 怠 が 減 少 し た こ と に 加 え て ， 顕 著 に 活 動 的

快 が 増 し ， 不 安 が 軽 減 し た 。  

し た が っ て ， ヘ ッ ド ト リ ー ト メ ン ト は ， リ ラ ッ ク ス 効 果 ， リ フ レ ッ シ ュ 効 果 を も た ら す こ と が 期 待

で き ，安 全 に 実 施 で き る 技 術 で あ り ，安 楽 を 提 供 す る 看 護 技 術 と し て の 可 能 性 が あ る こ と が 示 さ れ た 。 


